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ウォルト・ディズニーと宮崎駿のヒロインの比較研究
デブリーズ・ジェナ
カリフォルニア州立モントレーベイ校
要旨
アニメのヒロインと言えば、アメリカではウォルト・ディズニー、日本では宮崎駿に代表されるであろう。両者の描くヒロインは全く違い、シンデレラ、オーロラ、白雪姫に描かれているヒロインは依存的で内気、そして現実離れしている女性だが、宮崎駿の描くヒロインは自立した勇気のあ る現実的ヒロインで対照的である。この研究では宮崎駿とウォルト・ディズニーの描くヒロインの違いはどこから来ているのか。また二人の描くヒロインは今日の女性にどのような影響を与えているか。そして将来どのようなヒロインが望まれるのか等について、アメリカと日本の大学生を対象にアンケート調査を行った。その結果ヒロインの違いは両者が育った文化、社会に影響されている事、また、彼らの描くヒロインのイメージに共感させていること、そしてこれからのヒロインにはアメリカ人も日本人も純真でありながら強い女性を望んでいることが分かった。 
はじめに
アニメのヒロインはどのようにしてつくられるのであろうか。アメリカではウォルト・ディズニーの白雪姫、シンデレラ、オーロラ、日本では宮崎駿のもののけ姫、ナウシカ、千尋に焦点をおき、アメリカ人と日本人はどのようにヒロインをみているのかを研究し、文化の根底にながれている人間が女性に求める資質につて追求する 。 
1. 研究の重要性
私は日本と西洋のアニメのキャラクターに表現される違いに興味があったからだ。 私は将来アニメーターになりたいので、西洋と日本のアニメ界で最も影響力のあるアメリカのウォルト・ディズニーと日本の宮崎駿に焦点を当て、彼らの創作の背景にある文化と社会の違いについてもっと深く知りたいと思った。 
2. 研究質問

1. 宮崎駿とウォルト・ディズニーの描くヒロインの違いはどこから来ているのか。
2. 宮崎駿とウォルト・ディズニーの描くヒロインは今日の女性にどのような影響を与えているか。
3. 将来どのようなヒロインが望まれるのか 。
3. 研究背景

3.1. ウォルト・ディズニーの略歴

ウォルト・ディズニーの本名はウォルター・エリアス・ディズニーである。 1901年12月5日に生まれ、1966年12月15日に亡くなった。 彼はウォルト·ディズニーを創設し、映画プロデューサー、監督、脚本家、声優、アニメーターだった。 彼は576本のアニメーションを製作し、111本の映画監督、そして、オリジナルのミッキーマウスの声を担当した。不運にも、65歳の誕生日を祝った、 2週間後に肺がんのため亡くなった。
3.2. 宮崎の略暦

宮崎駿は1941年1月5日に生まれた。宮崎駿はスタジオジブリを創設、日本のストーリーボードアーティスト、編集者、ディレクター、脚本家、アニメーターだ。 1963年4月、アニメーターとしてデビューした。16本のアニメーション、9本の映画を製作、20本の映画を監督、そして、22本の映画の脚本を書いた。 2013年9月6日、宮崎駿はアニメーターからの引退を表明した。
3.3. ヒロイン

ウォルト・ディズニーのヒロインでは、白雪姫、シンデレラ、眠れる森の美女の「オーロラ」を選んだ。 
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宮崎駿のヒロインで、もののけ姫の「サン」、ナウシカ、 千尋だ。
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3.4. 監督がヒロインに及ぼした影響

ウォルト・ディズニーはヨーロッパ、ドイツ、フランスのおとぎ話から、そしてアメリカの民話、社会の習慣、伝統、信念などから影響を受けた(Davis,  2006)。 一方、宮崎駿のヒロインはギリシャの女性、教育観、政治的背景、西洋のおとぎ話、そして日本の民話から影響を受けている。 宮崎駿は神話や民話に出てくる女性に現代社会における女性を重ねている(McCarthy, 1999; Napier, 2001)。
3.5. 変わり続けるヒロイン

ウォルト・ディズニーの世界の特徴に、良いことをしてもらって、褒美 女の子は映画の中のヒロインの振る舞いや考え方を真似る 社会の中では男性と女性のあらかじめ決められた役割がある (Davis, 2006) 。宮崎駿の特徴に、テクノロジーの進歩、未知への驚き、 「女性の役割と男性の役割」という境界をなくす。そして、 少女、少年の持つ力を区別し、固定概念を呼び起こす 女の子と妖精の世界との関係、 映画の中で彼自身の信念や社会に対する見方を表現している。(Napier, 2001; Lamarre, 2009) 。二人のヒロインはとても似ているので、その結果社会に影響を与えた。男性と女性の役割の境界がなくなって来ているものそれが原因と思われる。 
3.6. 観衆への影響

図1a ならぶに1b はディスニーのヒロイがもたらした収益と宮崎駿の「もののけ姫」のテレビでの視聴率を示している。グラフから如何に大きな影響を観衆に与えているかが分かる。 図1a は三人のプリンセスの映画で3億2500万ドルの収益があったことを示している。白雪姫は三人のプリンセスの中でも一番収益が多く、それは今日まで続いている。 図1b は宮崎駿の「もののけ姫」についての日本でのテレビ視聴率を示している。最高視聴率は1999年の35.1％だった。 
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3.7. ヒロインの特徴の比較

ヒロインの特徴を比較すると、ディズニーの物語はいつもハッピー·エンやディズニーのヒロインはとても美しく、依存性が強く、臆病で、我慢強く、道徳性が強い。また、ティズニーのヒロインは夢の姿で同じようにはなれません 。一方、宮崎駿のヒロインは不幸せに終わるのもある。宮崎のヒロインは積極的で、きれいではなくても、勇敢なヒロインを描いている場合もあれば、自立していていない。又は我慢強くなく、道徳性も弱いヒロインもいます。宮崎駿のヒロインは現実できと同じようになることができる。
4. 研究

4.1. 研究参加者

参加者は大学生70人、そのうちアメリカ人35 人、日本人35人だった。 アメリカ人は14人は男性、 25人は女性だった。日本人は14人は男性、20人は女性だった。英語で日本語でアンケート用紙を作成、オンライン調査を行った。
5.  調査結果
5.1. 研究質問１：宮崎駿とウォルト・ディズニーの描くヒロインの違いはどこから来ているのか。
図2：ウォルト·ディズニーの成功の原因
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なぜウォルト·ディズニーが成功したのか、その原因について述べると  ディズニーは映画の中でファンタジーを表し成功したとアメリカの大学生は考えている。 その一方、日本の大学生は現実の生活の中では得られないニーズや願望にヒロインを通して映画の中で出会うことができるから成功したと思っている（図2参照）。
図3：宮崎駿の成功の原因
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次に「宮崎駿の成功の原因」についてですが、 日本人は映画で現代の日本の社会問題を扱っているので成功したとし、アメリカ人は日本の現実の世界の中で女性が遭遇する問題と結びつているので成功したと回答した（図3参照）。 
5.2. 研究質問１のまとめ

ディズニーは現実の世界から離れた夢をみさせてくれるのが魅力であるが、宮崎は現実の社会問題、特に女性問題を深く掘り下げ追求している。 
5.3. 研究質問2：宮崎駿とウォルト・ディズニーのヒロインの描き方は女性にどのような影響を与えているか。 
図4：アニメを見る理由
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アニメを見る理由ですが、図4から分かるように、多くのアメリカ人は、ストレスからの解放やリラッスクするためにアニメをみるが、多くの日本人は楽しみのためにアニメを見ているということが分かる。 
図5：好きな映画
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「好きな映画」については日本人学生は、ウォルト·ディズニーよりも宮崎駿の映画を見るようだが、アメリカの学生は、宮崎駿とウォルト·ディズニーの両方を見ると回答した。 

図6：ヒロインに求める特徴
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ではヒロインにどん左特徴を求めているのだろうか。 アメリカ人も日本人も勇気があり、独立した、きれいな心を持っているヒロインを好んでいる。 また、アメリカ人は忍耐強く、現実的なヒロインを好むが、日本人は非現実的な面を好むようだ。
図7：好ましく思われない特徴
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好ましく思われない特徴についてはアメリカ人も日本人も利己的で、依存的なヒロインを好まない。またその他に日本人は臆病で、気が短い面も好まないようだ。
5.4. 研究質問2のまとめ

アニメを見る理由はアメリカと日本は異なる。アメリカ人はストレスからの解放やリラッスクするためで、日本人は娯楽のためにみることがわかった。 

日本人はディズニーよりも宮崎駿の映画を見ているが、アメリカの学生は宮崎駿とディズニーの両方を見ている。 つまり宮崎の英語はアメリカではあまり見る事ができない。このような身近にあるかないかが左右している可能性がある。 アメリカ人も日本人も好きなヒロインは似ているが、育った文化や環境も影響されている可能性がある。 
5.5. 研究質問3：将来どのようなヒロインが望まれるのか 
図8：ウォルト・ディズニー が宮崎駿だったら？
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ウォルト・ディズニー が「宮崎駿だったら？」という質問です。 日本人はとてもその可能性に興味を示したが、アメリカ人は無関心でした。又、その可能性には違和感を感じているようだ。 
図9：宮崎駿がウォルト・ディズニー だったら？
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次の「宮崎駿がウォルト・ディズニー だったら？」という質問にはアメリカ人は非常に興味を示した学生と無関心な学生に分かれたが、日本人の場合は非常に興味を示した学生と違和感があると考えた生に分かれた。 

図10：将来への期待
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最後に将来どのようなヒロインを期待するかについて質問した。 アメリカ人も日本人も勇気があり、独立心が強く、心がきれいで、忍耐強いヒロイン望んでいるということでは一致したが、日本人はそれ以外に非現実的で、完璧なうつくしいヒロインを見たいと思っているようだ。しかし、アメリカ人は現実的なヒロインを望んでいる。
5.6. 研究質問3のまとめ 
デスニーが宮崎だったら、宮崎がデスニーだったらという可能性に関しては宮崎の映画がアメリカでは普及していないこともあり、アメリカ人はあまり興味を示さなかったが、日本人はその可能性を夢みて心が弾んだようだ。 そして、将来見たいヒロインの資質としてはアメリカ人も日本人も勇気があり、独立心が強く、心がきれいで、忍耐強いヒロインということでは一致したが、日本人はそれ以外に非現実的で、完璧な美しいヒロインを見たいと思っているようですが、アメリカ人は現実的なヒロインを望んでいる。 
6. 結論と考察


私はこのプロジェクトを通してたくさんのことを学んだと思った。 デズニーと宮崎はヒロインを通して、その時代の女性が遭遇するチャレンジを克服する姿をアニメをみている観衆に問いかけている。 デズニーと宮崎のヒロインは時代を超えて似ているところがある。 違っている点は現在の社会の複雑さを反映しており、将来に期待するヒロインは現在の社会像を反映しているヒロインと偶像化しているヒロインの二極化がさらに進むと思われる。 
7. 研究の限界点

この研究の限界点は限られた大学生が対象だったことと日本人の回答者も少なかったためこの研究は一般化することはできない。
8. 将来の研究課題


将来は広い年齢層での調査や、ヒロインだけでなくヒーローが及ぼす観衆への影響についての調査もしたいと思う。又、暴力が入っているアニメがどのようなメッセージを伝えているかも調べたいと思う。 
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